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近江商人高井作右衛門家の経営（1）
The Management System of the Takai Family of Omi Merchants （1）
上　   村　   雅　   洋
Uemura,  Masahiro
ABSTRACT
　The Takai family was a family of Omi merchants who created Matsuoyama-
mura in the Omi headquar ters. During the Edo period the Takai family 
established a store in Fujioka, a town in the Kanto district, and engaged in 
brewing. This paper aims to shed light on the management system used by the 




























































































代 名　前 没　　　年 法　　　名 備　　　　考
初代 六左衛門 正徳 2年（1712）2月 6日 陽雲浄和信士 高井家の始祖
2代 多左衛門 宝暦 4年（1754）正月 23日 善岩慈忍信士 初代の男子
3代 作右衛門 宝暦 9年（1759）4月 18日 権大僧都宝誉了岸浄帰居士 開店第 1世，2代の長男
4代 善左衛門 宝暦 14年（1764）6月 17日 宗源浄旨居士 2代の男子
5代 作右衛門厚忠 寛政 9年（1797）正月 13日 性山浄沢帰西真空居士 開店第 2世，4代の男子
6代 作右衛門昌敷 文化 13年（1816）10月 14日 悟山徹道広寿真松居士 開店第 3世，蒲生郡川合村森島吉兵衛の男子
7代 作右衛門忠玖 安政 6年（1859）10月 26日 大雄寿峰松年一如真寄居士 開店第 4世，6代の長男
8代 作右衛門昌封 嘉永 7年（1854）8月 4日 寿山真慶円雄益智良覚居士 開店第 5世
9代 作右衛門昌苗 明治 27年（1894）10月 27日 仁山弘義益信通雄居士 開店第 6世，蒲生郡清田村藤澤茂右衛門三男，津店高崎店開設























































によれば，藤岡町は高 853石 8升 9合，











冒頭部分には文化 4年 8月の「身分定事」が写され，清酒醸造（享保 14年），質物取（元




























高百五拾石之内」「当時造高五拾石」とあり，惣桶数 106本（6尺桶 32本，5尺 13本，
4尺 5寸 3本，4尺 28本，3尺 30本）が掲載されている。そのうち 5尺桶 13本（う
ち焼酎入 2本）と 6尺桶 3本が当時仕込みに用いられ，残りは空桶であるとし，
150石の株高であったことがわかる。この時に藤岡町の他の 6軒の酒造株高と
酒桶も書上げられているが，大坂屋市右衛門は株高 70石・惣桶数 68本，枡屋
利兵衛は株高 100石・惣桶数 47本，半兵衛は株高 50石・惣桶数 27本，源左




















































天保14年（1843） 1177石 2斗 6升
弘化元年（1844） 1006石 8斗
弘化 2年（1845） 米高値ニ付休造ス
弘化 3年（1846） 1054石 9斗
弘化 4年（1847）   811石 4斗
嘉永元年（1848） 米高値ニ付休造
嘉永 2年（1849）
嘉永 3年（1850）   400石 2斗
嘉永 4年（1851）   819石 1斗
嘉永 5年（1852）   807石 5斗
嘉永 6年（1853）   831石
安政元年（1854）   500石
安政 2年（1855）   717石 9斗
安政 3年（1856）   376石 6斗 5升
安政 4年（1857）   376石 6斗 5升 前々より写違哉
安政 5年（1858）   707石 8斗
安政 6年（1859）   767石 6斗 9升
万延元年（1860）   903石 4斗 9升
文久元年（1861）   885石 2斗
文久 2年（1862） 1005石 5斗
文久 3年（1863） 1025石 3斗 5升
元治元年（1864） 1206石 9斗 4升
慶応元年（1865）   937石 1斗 6升
慶応 2年（1866） 米高値ニ付休造，仲間一統
慶応 3年（1867） 右同断，仲間内三分造り，当店皆休
明治元年（1868）   273石 8斗 3升 三分の一造り
明治 2年（1869）   188石 9斗 四分ノ一造
明治 3年（1870）   448石 8斗 5升
明治 4年（1871）   290石 5斗 9升
明治 5年（1872）   528石 8斗 9升
明治 6年（1873）   588石 8斗 5升
明治 7年（1874）   455石 8斗 5升
明治 8年（1875）   603石 8斗
明治 9年（1876）   663石 8斗
明治10年（1877）   725石 9斗
明治11年（1878）   844石 3斗 5升
明治12年（1879）   890石 9斗 8升
明治13年（1880）   774石
明治14年（1881）   787石 2斗
明治15年（1882）   688石 8斗
明治16年（1883）   435石 4斗
明治17年（1884）   684石
明治18年（1885）   450石 1斗
明治19年（1886）   604石 8斗
明治20年（1887）   788石 1斗
明治21年（1888）   675石
明治22年（1889）   705石 1斗
明治23年（1890）   780石
明治24年（1891）   810石
明治25年（1892）   810石
明治26年（1893）   810石
明治27年（1894）   876石
明治28年（1895）   987石 4斗
明治29年（1896）   792石
明治30年（1897）   924石
明治31年（1898）   726石
明治32年（1899）   858石
明治33年（1900） 2080石
明治34年（1901）   747石 5斗
明治35年（1902）   747石 5斗
明治36年（1903）   777石 6斗 7升
明治37年（1904）   595石 4斗
明治38年（1905）   822石
明治39年（1906）   853石
明治40年（1907）   2047石 5斗
明治41年（1908）   746石














































種類 株 造高 此三分一冥加 所　　　在 身分 名　　前
酒造 御貸株 100石   1両 2分・永 166文 7分 上野国緑埜郡新町宿之内笛木新町 年寄 六左衛門事　嘉六郎
酒造 御貸株 150石   2両 2分 上野国緑埜郡新町宿之内落合新町 百姓代 惣兵衛事　惣平
酒造 御貸株 100石   1両 2分・永 166文 7分 同国同郡同宿之内同町 百姓 武兵衛事　武平
酒造 古株 800石 13両 1分・永   83文 3分 同国同郡藤岡町 百姓 作右衛門事　作四郎
酒造 古株 400石   6両 2分・永 166分 7分 同国同郡同町 百姓 新太郎
酒造 古株 300石   5両 上野国緑埜郡藤岡町 年寄 甚右衛門事　甚太郎
酒造 古株 200石   3両 1分・永   83文 3分 同国同郡同町 百姓 新兵衛事　新太
酒造 古株 200石   3両 1分・永   83文 3分 同国同郡同町 百姓 平八
酒造 古株 300石   5両 同国同郡神田町 名主 政右衛門事　金七
酒造 御貸株 200石   3両 1分・永   83文 3分 上野国緑埜郡神田村 百姓 彦左衛門事　彦六
酒造 古株 450石   7両 2分 武蔵国賀美郡藤木戸村 名主 武兵衛事　庄八
酒造 古株 200石   3両 1分・永   83文 3分 同国同郡同村 百姓 房次郎
酒造 古株 200石   3両 1分・永   83文 3分 上野国緑埜郡本動堂村 百姓 勇蔵
酒造 古株 150石   2両 2分 上野国緑埜郡上落合村 百姓 孫蔵
酒造 古株 800石 13両 1分・永   83文 3分 同国同郡鬼石村 名主 源左衛門事　新太郎
酒造 古株 300石   5両 同国同郡同村 組頭 千代之助事　千代作
酒造 古株 200石   3両 1分・永   83文 3分 同国同郡同村 百姓 権左衛門事　権平
酒造 古株 400石   6両 2分・永 166分 7分 上野国緑埜郡鬼石村 百姓 惣右衛門事　惣次郎
酒造 御貸株 100石   1両 2分・永 166文 7分 同国同郡立石新田 百姓代 瀬兵衛事　瀬平
酒造 元古株 200石   3両 1分・永   83文 3分 同国同郡中嶋村 名主 文右衛門事　文衛
濁酒造   20石   1両　 上野国緑埜郡新町宿之内落合新町 太助事　太吉
濁酒造   10石 2分 同町 百姓 国蔵
濁酒造   10石 2分 上野国緑埜郡新町宿之内落合新町 百姓 清兵衛事　清市
濁酒造   10石 2分 同国同郡同宿之内笛木新町 年寄 六兵衛事　彦六
濁酒造   10石 2分 同国同郡白石村 百姓 兵松
濁酒造   10石 2分 同国同郡中島村 百姓 市左衛門事　市太郎
濁酒造   10石 2分 上野国緑埜郡藤岡町 年寄 源七
濁酒造   10石 2分 武蔵国賀夷郡藤木戸村 組頭 重太郎
濁酒造   10石 2分 同国同郡鬼石村 百姓 忠蔵
濁酒造   10石 2分 同国同郡藤岡町 年寄 三左衛門　太郎平
濁酒造   10石 2分 武蔵国賀美郡堤村 百姓 吉右衛門事　吉蔵
醤油造 　 200石   6両 上野国緑埜郡藤岡町 百姓 四郎左衛門事　又四郎
醤油造 100石   3両 同国同郡同町 百姓 新太郎
醤油造 150石   4両 2分 上野国緑埜郡藤岡町 年寄 源七
醤油造   50石   1両 2分　 同国同郡神田村 百姓 彦左衛門事　彦六
醤油造   50石   1両 2分 同国同郡上大塚村 組頭 健吉
醤油造   50石   1両 2分 同国同郡中島村 名主 文右衛門事　文衛
醤油造 100石   3両 上野国緑埜郡鬼石町 百姓 金之助事　金平






























（26）天保 2年 12月「覚」（高崎市史編さん委員会編『新編　高崎市史』資料編 6　近世Ⅱ，
高崎市，197頁）。









































































（36）文化 8年 11月「高崎御屋鋪并出金勘定之写」。この史料では，寛政 11年からの利金が
計算されており，寛政 11年の借財のようである。





















  次に，高井家による商人貸について見てみよう。天保 13年の「年賦金内取調
帳」
（43）
によれば，文政 10年 3月には武州騎西町の藤兵衛に 100両，文政 11年 7
月には本庄宿の権左衛門に 600両，文政 13年 5月には本動堂村の小嶋藤兵衛

































年　　　　代 金　　　　額 所　　在 名　　　　前
天保 3年（1832）6月 6日   30両 本庄宿 名主　森田助左衛門
文政13年（1830）閏 3月 8日   10両 本庄宿 紅葉屋孫兵衛
天保 4年（1833）3月 6日   50両 本庄宿 酒屋三左衛門
天保 5年（1834）10月 15日   18両 近江屋正蔵
天保 3年（1832）10月朔日   40両 日野屋武兵衛
天保 4年（1833）正月 17日   70両 粉屋孫兵衛
文政14年（1831）10月 9日   50両 十一屋幸右衛門
天保 3年（1832）12月 22日 150両 本庄宿 松屋小七
　同   50両 右同人
　同   50両 右同人
天保 3年（1832）12月 15日   20両 右同人
文政 9年（1826）12月 25日   10両 松屋庄蔵口　栄蔵
文政11年（1828）9月 3日   50両 松屋庄蔵口　竹長分
文政13年（1830）閏 3月 8日   50両 松屋庄蔵口　右同人
文政12年（1829）12月   30両 松屋庄蔵口　茂松屋常八
文政11年（1828）11月 17日   10両 本庄宿 竹屋常次郎
文政11年（1828）11月 25日     5両 江州愛知川在 近江屋甚兵衛
天保 3年（1832）12月 24日   15両 榛名郡東方村 藤助
文政11年（1828）11月   61両 2分 2朱・381文 熊谷宿 代屋三左衛門
天保 3年（1832）10月 1日     9両 児玉郡元仁手村 名主　保太夫
天保 3年（1832）閏 11月 2日   10両 牧西村 名主　利四郎
天保 3年（1832）12月 12日   15両 牧西村 名主　彦右衛門
天保元年（1830）12月 30日     2両 同村 和助
天保 2年（1831）11月 3日     2両 大黒屋正兵衛
文政 9年（1826）3月     5両 牧西村 万屋安兵衛
文政 9年（1826）12月 24日     2両 牧西村 名主　彦右衛門
文政 9年（1826）12月 28日     1両 同村 名主　利四郎
文政12年（1829）9月 25日     2両 同 大家和助
文政13年（1830）7月 11日     2両 牧西村 東屋正右衛門
（45）享和 3年 8月「譲渡申一札之事」。その時の「目録」が残されており，そこには酒蔵（梁
間 4間，桁行 6間）1か所，穀蔵（梁間 2間，桁行 4間）1か所，文庫蔵（梁間 9尺，桁




当てている。すなわち，その内容は，酒造元株 25石，酒造蔵，桶 5尺 5寸 10本，
半切 50枚，桶 4尺 5寸 8本，桶 4尺 8本，坪台 6本，其外小道具であった。
（47）
嘉永 3年 9月には，飯野庄之助が 200両の借用の引当に，屋敷（間口 4間，奥行





















年 11月と同 11年 11月の 500両と 2000両の預かり証文
（50）
と，同 10年閏 6月 17
（46）享和 3年 8月「店借請候一札之事」。
（47）文政 5年 11月「借用申金子之事」。
（48）安政 2年 9月の「乍恐以書付奉歎願候」。この約束も弘化 3年になり，身上不如意となり，
45両の減額に応じることとなっている。
（49）天保 14年閏 9月「乍恐書付奉願上候」（前掲『群馬県史』資料編 9　650～ 651頁）。






















































































































































ことになり，少ない年で 200両以上，多い年では慶応 3年のように 900両近く
にまで達する。「酒方」は，米価の影響や酒造統制などによって，もともと大
きく変動する。ここに掲げられている範囲でも，慶応 3年の 7両余から同 2年
の 208両余がある。平均すれば 50～ 100両の利益を得ている。嘉永 5年以前
も記載がないが，たぶんこの程度の利益をあげていたものと思われる。合計で





年　　代 証　　　文 質　　　方 酒　　　方 〆
弘化 3年（1846）   712両 1分 2朱・8貫 572文 164両・2分 2朱・1843貫 875文 1161両 3分 2朱・765文
弘化 4年（1847）   673両 3分・10貫 248文 167両 2分・1941貫 949文 1141両 2分・573文
嘉永元年（1848）   702両 2分・17貫 612文 202両 3分 2朱・2039貫 421文 1221両 3分・593文
嘉永 2年（1849）   780両 1分・15貫 922文 334両 2分 2朱・2170貫 492文 1456両 2分・18文
嘉永 3年（1850）   702両 3分 2朱・15貫 150文 303両 2分・2249貫 4文 1365両 3分・82文
嘉永 4年（1851）   830両 1分・12貫 920文 234両 2朱・2244貫 313文 1428両 1分 2朱・433文
嘉永 5年（1852）   718両 3分・21貫 787文 292両・2195貫 47文 1368両 1分・338文
嘉永 6年（1853）   393両 3分 3朱・7貫 548文 440両 2分・730文   70両 2分 3朱・10文   905両 1分・300文
安政元年（1854）   788両 2分 3朱・12貫 396文 335両 1分・725文 113両 3朱・1貫 148文 1239両 1分・457文
安政 2年（1855）   755両・579文 244両 2分   69両 3分・756文 1069両 1分・1貫 339文
安政 3年（1856）   784両 3分 1朱 252両 1分 2朱   67両 2分 1104両 2分 3朱・320文
安政 4年（1857）   856両 1分・18文 261両 3分 2朱 128両 2分・550文 1246両 2分 2朱・566文
安政 5年（1858）   988両・86文 260両 2分 2朱 115両 2朱・272文 1363両 3分・362文
安政 6年（1859）   897両 1分・223文 261両 2分 2朱・680文 135両 1分・552文 1294両 1分・647文
万延元年（1860） 1126両 2分 2朱・233文 310両 2分   78両 2朱・268文 1515両 1分・505文
文久元年（1861）   774両 1分 2朱・288文 279両 3分   51両 2朱・268文 1105両 1分・560文
文久 2年（1862）   890両 2分 2朱・707文 257両 2分   33両 1分 2朱・866文 1181両 2分 2朱・749文
文久 3年（1863）   939両 1分 2朱・553文 219両 2分 2朱   21両 1180両・553文
元治元年（1864）   929両 2朱・329文 423両 115両 1467両 2朱・329文
慶応元年（1865） 1138両 1朱・175文 532両 2分 2朱 143両 2分 1812両 3朱・175文
慶応 2年（1866）   807両 3分 2朱・2貫 769文 760両 2分 208両 3分 2朱・272文 1777両 1分・3貫 45文

































害はなかった。文化 11年 12月 25日の大火も店に被害はなかった。文政元年















係者に対し，「当店焚出」として，生酒 7樽，直酒 3樽，焼酎 1樽，白米 7駄，
味噌，油明 2樽，沢庵 500本，わらじ 400足，梅干入升などを提供した。
（66）
慶応
3年 6月には，「近来米価高値ニ付，難渋之者共多分之白米を施遣段，奇特之
儀ニ付為御褒美銀五枚被下之」とあり，米価が高騰したため困窮の者に白米を
施行し，その行為に対し作右衛門が褒美銀を受け取ったのである。
（67）
　こうした出店である藤岡を中心とした社会貢献は，近江商人である高井作右
衛門家が他国稼ぎ商人であったことに起因し，商圏を他国にもつ近江商人の経
（64）前掲文政 8年正月「記録之写（二）」。
（65）前掲『藤岡市史』通史編　近世　近代・現代，206～ 207頁。
（66）前掲文政 8年正月「高井家記録写（一）」。
（67）同上。
←
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営行動の特性として，重視されなければならない側面であった。
